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東海第二発電所

地震・津波発生時の対応について

2019年9月25日

日本原子力発電株式会社

第１回東海村原子力安全対策懇談会ご説明資料
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主な対策
（下線は新設
する設備を
示す）

事象進展

プラント状態

自治体への情報提
供／ＰＡＺ住民避難

等※１

－ 警戒事態（ＡＬ）

－

・自治体への情報提供（地震発生後の発電所状況を速報）
・住民等への情報伝達
・要配慮者等の避難準備（避難先、移動手段の確保）等

地震・津波発生時の対応（概要）

震度７の地震発生

津波発生
非常用海水ポンプの
水没による非常用ＤＧ
機能喪失

全交流動力
電源喪失
（ＳＢＯ）

原子炉建屋内浸水なし
（海抜２４ｍ以下の津波）

外部電源喪失

安定状態

（次頁へ）

（海抜20m超）
（敷地内の浸水あり）

（海抜20m未満）
（敷地内の浸水なし）

・原子炉緊急停止
・非常用ディーゼル発電機
・安全系機器の耐震性

・防潮堤等（高さ海抜20m） ・原子炉建屋の水密化

※１：原子力災害対策指針等を参考に作成

【関係者限り】この資料には当社の知的財産が含まれます。
取り扱いには十分注意願います。 2019年9月 日本原子力発電（株）

ＡＬ：地震発生（震度６弱以上）

ＡＬ：大津波警報発報

ＡＬ２２：常用の原子炉注水機能喪失

ＡＬ２５：全交流電源喪失のおそれ
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主な対策
（下線は新設
する設備を
示す）

事象進展

プラント状態

自治体への情報提
供／ＰＡＺ住民避難

等※１

警戒事態（ＡＬ） 施設敷地緊急事態（ＳＥ）※２ 全面緊急事態（ＧＥ）※２

・自治体への情報提供
・住民等への情報伝達
・要配慮者等の避難準備（避難先、移動手段の確保）等

・自治体への情報提供
・住民等への情報伝達、注意喚起
・要配慮者等の避難の実施
・一般住民の避難準備
・安定ヨウ素剤の服用準備等

・自治体への情報提供
・住民等への情報伝達
・一般住民の避難の実施
・安定ヨウ素剤の服用指示 等

ＡＬ２３：原子炉除熱機能の一部喪失

地震・津波発生時の対応（概要）

高圧電源確保

全交流動力
電源喪失
（ＳＢＯ）

安定状態

（次頁へ）

・常設代替交流電源設備

原子炉減圧、
原子炉低圧注水

格納容器除熱

炉心損傷

・逃がし安全弁
・低圧代替注水系（常設／可搬型）

失敗

失敗

失敗

失敗

成功

成功

（前頁より）

※１：原子力災害対策指針等を参考に作成 ※２：各ＳＥ／ＧＥのタイミングは、各対策の作動／不作動の状況によって前後する。

【関係者限り】この資料には当社の知的財産が含まれます。
取り扱いには十分注意願います。 2019年9月 日本原子力発電（株）

・原子炉隔離時冷却系
・高圧代替注水系

・残留熱除去系／代替循環冷却系／緊急用海水系
・格納容器圧力逃がし装置／耐圧強化ベント

成功

ＳＥ２２：高圧注水機能喪失

ＳＥ２３：残留熱除去機能の喪失
ＳＥ２５：全交流電源喪失（３０分以上継続）

ＧＥ２５：全交流電源喪失（１時間以上）

ＧＥ２２：原子炉注水機能喪失

ＧＥ２８：炉心損傷の検出

ＧＥ２３：残留熱除去機能喪失後の
圧力抑制機能喪失

原子炉高圧注水
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主な対策
（下線は新設
する設備を
示す）

事象進展

プラント状態

自治体への情報提
供／ＰＡＺ住民避難

等※１

全面緊急事態（ＧＥ）

・自治体への情報提供
・住民等への情報伝達
・一般住民の避難の実施
・安定ヨウ素剤の服用指示 等

代替循環冷却系の使用により、格納容器
圧力逃がし装置（フィルタ付きベント）によ
る放出を大幅に遅らせることが可能

地震・津波発生時の対応（概要）

格納容器内の
冷却・除熱、
水素排出

炉心損傷

安定状態

成功

・常設代替交流電源設備の復旧
・低圧代替注水系（常設／可搬型）

格納容器破損

失敗

失敗

成功
（前頁より）

損傷炉心の冷却

管理された状態での放出

放射性物質の拡散抑制

（発生確率は極めて低い）

※１：原子力災害対策指針等を参考に作成

格納容器圧力逃がし装置使用時

【関係者限り】この資料には当社の知的財産が含まれます。
取り扱いには十分注意願います。 2019年9月 日本原子力発電（株）

・代替格納容器スプレイ系（常設／可搬型）
・代替循環冷却系
・格納容器圧力逃がし装置
・中央制御室退避室

・静的触媒式水素再結合装置
・可搬型代替注水大型ポンプ（放水砲用）及び放水砲
・汚濁防止膜及び放射性物質吸着材

ＧＥ４１：格納容器圧力の異常上昇
ＧＥ４２：２つの障壁（燃料被覆管の障壁及び原子炉冷却系の障壁）

の喪失及び１つの障壁（格納容器の障壁）の喪失又は喪失の
おそれ


